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AV情報

■「ICT教育環境整備ハンドブック」2017年版
PDFダウンロード開始
　（一社）日本教育情報化振興会では、ICTの導入
から活用までをわかりやすく紹介、学校のICT教
育環境整備計画策定や研修時に役立つ内容の標記
冊子を発行した。こちらの冊子は、PDFデータと
してダウンロードもできる。詳細は、下記を参照
のこと。http://www.japet.or.jp/

〈問い合わせ先〉　（一社）日本教育情報化振興会
TEL 03-5575-5365
■ NFC＆MPTEアーカイブセミナー
　東京国立近代美術館フィルムセンター（NFC）
と（一社）日本映画テレビ技術協会（MPTE）に
より、標記セミナーが開催される。

〈日時〉　平成29年５月13日（土）、14日（日）、
18日（木）、20日（土）各日15：15〜17：15

〈会場〉　東京国立近代美術館フィルムセンター小
ホール（東京都中央区京橋3-7-6）

〈内容〉　フィルム映画の保存と再現についてのセ
ミナー。各回のテーマは、「コニカラー映画『ジ

■「教育映像祭　優秀映像教材選奨」および
　「全国自作視聴覚教材コンクール」作品募集開始

日本視聴覚教育協会では、文部科学省後援により、標記映像祭
（ 写 真 ） と 標 記 コ ン ク ー ル の 作 品 募 集 を 開 始 し た。 
「平成29年度教育映像祭　優秀映像教材選奨」（29頁）は、
1954（昭和29）年より、「平成29年度全国自作視聴覚教材
コンクール」（24頁）は、1974（昭和49）年より始まって
いる。詳細は、以下参照のこと。http://www.javea.or.jp/

ャズ娘誕生』デジタル復元版について」（5/13）、
「『時をかける少女』再タイミング版─映画の色彩
を決めるタイミング技術とその継承─」（5/14）、

「続：映画音響制作の進化と将来（光学サウンド
トラックのデジタル化：Dolby Stereo編）」（5/18）、

「二色式カラー映画『千人針』のデジタル復元─
グレーディングを制限するという新たなアプロー
チ─」（5/20）等。事前申込のこと（無料）。

〈問い合わせ先〉　東京国立近代美術館フィルムセ
ンター事業推進室広報担当　TEL 03-3561-0823
■ New Education Expo2017 未来の教育を考える。
　New Education Expo2017実行委員会（（株）内
田洋行他）主催により標記セミナーが開催される。

〈日程〉　平成29年６月１日（木）〜３日（土）（東
京会場）、６月16日（金）・17日（土）（大阪会場）
※東京会場開催のセミナーを札幌、旭川、仙台、名
古屋、広島、福岡、宮崎のサテライト会場に配信予定。

〈会場〉　東京ファッションタウンビル（東京都江
東区有明3-11-1）、大阪マーチャンダイズ・マー
ト（大阪市中央区大手前1-7-31）

〈内容〉　教育業界における最新のトレンドと教育
現場の活用事例を中心としたセミナー、公開授業、

写真・昨年の映像祭・表彰の様子
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国内外の最新技術を利用した教育向けシステム、教
材・教具、電子黒板、デジタル教科書等の展示など。

〈問い合わせ先〉　New Education Expo実行委員
会事務局（株）内田洋行 教育総合研究所内
TEL 03-5634-6397
■ 第71回技研公開
　ＮＨＫ放送技術研究所では、「2020年へ、その先
へ、広がる放送技術」をテーマに研究所を公開する。

〈日時〉　平成29年５月25日（木）〜 28日（日）
10：00〜17：00

〈会場〉　ＮＨＫ放送技術研究所（東京都世田谷区
砧1-10-11）

〈内容〉　AIやビッグデータ解析などを駆使した番
組制作支援技術「スマートプロダクション」、イン
ターネットを活用した放送サービス、立体テレビな
ど約30項目の研究成果発表や展示、基調講演など。

〈問い合わせ先〉　ＮＨＫ代表　TEL 03-3465-1111
■ 国立情報学研究所オープンハウス2017
　国立情報学研究所（NII）では、「未来を紡ぐ情
報学─価値ある未来の創成─」をテーマに、研究
成果発表および研究所を一般公開する。

〈日時〉　平成29年６月９日（金）13：00〜18：00・

10日（土）11：00〜17：00
〈会場〉　学術総合センター（東京都千代田区一ツ
橋2-1-2）

〈内容〉　基調講演、小学生のための情報学ワーク
ショップ、NII研究100連発（100件の研究発表）、
情報最前線：産官学連携セミナー、ポスター展示
／デモ・体験コーナー等。入場無料、参加には事
前登録が必要。

〈問い合わせ先〉　国立情報学研究所総務部企画課
広報チーム　TEL 03-4212-2131
■ 第25回3D＆バーチャル リアリティ展
　リード エグジビション ジャパン（株）による
標記展示会が開催される。

〈日程〉　平成29年６月21日（水）〜23日（金）
〈会場〉　東京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）

〈内容〉　AR/MR、ヘッドマウントディスプレイ、
触・力覚ディスプレイ、4K・8Kカメラ／プロジ
ェクタ、超高速度カメラなど最先端の3D技術や
超高精細の映像技術の展示、展示による体験など。

〈問い合わせ先〉　3D＆バーチャル リアリティ展
事務局リード エグジビション ジャパン（株）内

協会情報

　日本視聴覚教育協会主催による標記選奨は「教
育に利用される映像教材の制作と利用の向上進展
を図る」ことを目的に開催される。
　小学校（幼稚園含）、中学校、高等学校部門に
おいては、【教育映像】（映画・DVD等）及び【教
育デジタルコンテンツ】（コンピュータソフトウ
ェア）の別により審査を行う。社会教育部門、職
能教育部門、教養部門は、【教育映像】のみとする。

〈部門〉
１．小学校（幼稚園含）部門
　　【教育映像】・【教育デジタルコンテンツ】
２．中学校部門
　　【教育映像】・【教育デジタルコンテンツ】
３．高等学校部門
　　【教育映像】・【教育デジタルコンテンツ】
４．社会教育部門
　　【教育映像】（家庭生活向・市民生活向）

５．職能教育部門
　　【教育映像】
６．教養部門
　　【教育映像】
※ １社の参加本数は【教育映像】は制限なし。【教

育デジタルコンテンツ】は、それぞれ３本以内。
〈参加資格〉
平成28年６月１日〜平成29年５月31日までに完
成し、一般に市販されるもの。

〈表彰〉
○最優秀作品賞（文部科学大臣賞、日本視聴覚教育協
会会長賞）○優秀作品賞（日本視聴覚教育協会会長賞）

〈締切〉
平成29年６月１日（木）までに、出品申込書と併せ
て、作品を申し込むこと。詳細は、下記を参照の
こと。http://www.javea.or.jp/festival/index.html

〈問い合わせ先〉
（一財）日本視聴覚教育協会 TEL 03-3431-2186

「平成29年度教育映像祭 優秀映像教材選奨」募集開始
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TEL 03-3349-8506

研究会情報

■ 自治体の実践事例に学ぶ、ICT活用（基礎学
力向上、プログラミング、協働学習）
　（一社）日本教育情報化振興会では、情報教育対
応教員研修全国セミナーとして、標記セミナーを
開催する。

〈日時〉　平成29年５月26日（金）13：00〜18：00
〈会場〉　DNP市谷田町ビル（東京都新宿区市谷田
町1-14-1）

〈対象〉　教育委員会、教職員、学校関係者、教育
関係企業。

〈内容〉　教育ICT機器やデジタル教材の効果や可
能性を事例紹介やワークショップを交え、参加者
が体験。教育ICT機器やデジタル教材の導入計画
の立案や導入済の機器の有効活用等について。講
師　安彦広斉氏（文部科学省生涯学習政策局情報
教育課情報教育振興室長）他。

〈問い合わせ先〉　（一社）日本教育情報化振興会
TEL 03-5575-5365

コンクール情報

■ 映文連アワード2017
　短編映像業界の活性化を図るとともに、次世代を
担う新しい才能を発掘し、映像業界のインキュベー
タとしての機能を担うことを趣旨に（公社）映像文化
製作者連盟では標記アワードの作品を募集している。

〈応募要件〉　平成28年４月１日〜平成29年３月
31日までに完成した作品。作品の上映時間は原
則として60分以内。メディア・手法は、映画・
ビデオ、テレビ番組（地上波テレビ番組以外）、
アニメーション、CG、インタラクティブWeb動画、
展示映像、モバイル。

〈部門〉　コーポレート・コミュニケーション、ソ
ーシャル・コミュニケーション、パーソナル・コ
ミュニケーションの３部門。

〈作品の形態〉　DVDまたはBlu-ray、インタラク
ティブWeb動画等はDVDまたはCD-ROMを原則。

〈賞〉　最優秀作品賞（グランプリ）、文部科学大
臣賞、経済産業大臣賞各１点他。

〈締切〉　平成29年５月31日（水）消印有効。
〈問い合わせ先〉　（公社）映像文化製作者連盟
TEL 03-3662-0236

学会情報

■ ICTを活用した学習支援システムの開発と実践

　日本教育工学会では、標記をテーマに研究会を
開催する。

〈日程〉　平成29年５月20日（土）
〈会場〉　広島市立大学（広島市安佐南区大塚東3- 
4-1）

〈内容〉　スマートフォン、タブレット、拡張現実
（AR）のための投影技術など先進的なデバイスを
利用した学習支援システムの発展を目標とし、新
たな学習活動のモデリングから先進的デバイスの
実践利用についての報告等。

〈問い合わせ先〉　日本教育工学会研究会
MAIL study-group-core@jset.gr.jp
■ 日本映像学会第43回大会
　日本映像学会では、「宇宙×映像」をテーマに
標記大会を開催する。

〈日時〉　平成29年６月３日（土）12：30〜19：30、
４日（日）10：00〜18：00

〈会場〉　神戸大学六甲第二キャンパス農学部（神
戸市灘区六甲台町1-1）

〈内容〉　シンポジウム、研究発表・作品発表等。
〈問い合わせ先〉　日本映像学会第43回大会実行
委員会　神戸大学人文研究科
MAIL jasias2017@harbor.kobe-u.ac.jp

文部科学省選定作品

■３月選定　紙紙しばい／D DVD
特選「わすれな草」D 88分〈青年・成人、教養〉
gnome（ノーム）

「ぞうさんきかんしゃ　ぽっぽっぽっ」紙８枚〈幼
稚園／幼児〉（株）童心社
映像作品等選定一覧の詳細は、下記を参照のこと。
http://www.mext.go.jp/a_menu/shougai/movie/
main9_a1.htm

短信

■ 文部科学省生涯学習政策局情報教育課の異動 
平成29年４月１日付 
○情報教育課長　磯寿生氏→総務省総合通信基盤
局付○総務省情報流通行政局郵政行政部貯金保険 
課保険計理監理官　梅村研氏→情報教育課長

寄贈図書資料

「若者の結婚観・子育て観等に関する調査　報告
書」A4判121頁、「青少年教育研究センター紀要　
第５号」（特集 子供たちの自己肯定感をどうはぐ
くむのか他）A4判134頁、共に2017年３月国立青
少年教育振興機構青少年教育研究センター


